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績
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概
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濟
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潜
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濟
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濟
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參
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恶
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又
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彼
、れ
が
其
の
國
の
常
該
職
業
に
#
:
通
な
る
利
潤
率
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亥
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囘
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す
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の
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働
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稱
す
る
0 .
常
で
あ
る0
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毀
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彼
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其
の
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付
を
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用
す
る
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を
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當
■な
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れ
を
取
-#
ず
る
こ
と
を
得
る
總
•ベ
て
の
種
類
の
勞
働
に
坐
產
性
を
歸
與
す
るo

最
後
1C
、
全
亂
と
し
て
0
國
民
經
濟
は
市
場

. 

> 

-
- 

-■ 

. . 

■

■* 

. ..
: 

.
' 

- 

. 

, 

.

■:
'
 

'
.
.
. 

- 

...•
■- 

...
 

-
 

-
 

-
 

,
 

- 

-
 

:
r,'
へ

.に
於
い
て
寶
り
出
さ
る
、
財
貨
の
量
を
增
加
す
る
總
べ
て
の
努
働
を
以
つ
て
坐
產
的
と
看
做
す
の
で
あ
る
.0
?

a
.

〇
，，s

:
2
7
;£f，)

;o

V
 

V
.
 

三

:
: 

‘
 

： 

‘

.

-
.
.

 

•
 
-
 
.
 

.
 
.
 

>

. 

»■
 

■.
 
'
 
•
 

<■ 

.
 

-
 
-
 

*
 
-
 

•
 
-
 
•
 
-
 
■
 
.
 

«
 

，
r
v

 
•

第
三
に
へ
.ル
マ
ン
は
資
本
に
就
い
て
論
じ
、
獨
逸
書
の
多
數
に
於
い
て
も
亦
、
ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ズ
の
說
が
祖
述
せ
ら
れ
て
思
つ
た
こ
/.

^
飯
顧
贺
^
^
顧
1'
.'
:
■
■
.
;
. 

:

へ
七
ー
七
.'
 

.
;
0

5

四
三
0

.

- 

•
-
.
1
- 

-

,

-

^

t

i

j

 

J
-
:
:
:…

./g
l
h
.に
-
-
-
=
ニ」

. 

.

.

.

.

. 

. 

•
+
. 

: 

■

.



_

、 

， 

七
八
.

C
i
M

四
.四)

：
 

と
を
r
め
る
。
ザ
ル
1

、
リ
r

f

、
フ
ォ
ン
i

ブ
、
ク
ラ
^
ス
に
於
い
て
皆
f

で

I

唯
だ
ザ
ル
ト

リ

ー

ウ

ス

I

分

習

I

裏

明

し

、
一
■
財

貨

豪

と

し

i

し
f

と

会

直

接

i

i

l

力
、

I

 

l

l」 (

E

l

g

l

lv5
と「

使
I

」
(

f
 
3

I

W县

)

と
を
區
別
し
、
フ

，

フ

エ

ラ
ン
ド
は
資
本
を
し

て

、

初
め 

”

。i

的
放
下
を
待
つ
所
の
も
の
を
も
亦
含
め
て
、
生
產
に
使
用
せ
ら
れ
得
る
總
ベ
て
の
財
貨
を
抱
擁
せ
し

め

る

。

9

 

. 

p
 S.

を
け
て
觀
れ
ば
、「

土
地」

?
!
.
! 
1

)

1

が
所
得
I

ず
る
間
時
續
す
る
財
貨
た
貧
明
か
な

P

.

I

I

“I 1
I I(

r

p

i

p

財 

^

^

1

し
、て
1 »
|

|

の
も
の
"
間
篇
を
設
く
る
の
眞
實
|

|

す
る
。
土
地
は
自
か
|

身

る
 

I f
n

 

W裏
本
は
f

共
の
效
f

霞
に
負
ふ
と
稱
せ
ら
れ
る
。
f

勞
働
な
く
し
て
は
.極
め
S

少
の
土
地
：の
：

P
I

l
t

H
T

S
、
S

；
に
f

墨

！

I

働
s

i

l

誓

I

適
用
|

用
に
歸

i

l

l

l

l

c

 

I

財
l

(

i

費

蕭

f

l

l

i

\

接

に

享

樂

ず

：る

使

用

資

本

^
!2
;

&

|甚

卷
->
0'
:

)

人

が

交̂

接
に
：，享

樂

す

る

營

爾

資

本

(

芽

容

ぼ
^

^)

と
：
に

分

た

れ

る

o

營
利
資
本
は
吏
ら
に
つ
^
貸
付
資
本
^
故

层

置

^
及
び
ハ

b

銮
產 

資
本
各
？
3
&
2.
1-7
1̂

泛
1
5
に

棄

れ
;'
'
.後
者
は
又(

狀)

固
定(stehendes..0^r:6xes)

及
び(

bb)

流
動
：(umlaufendes 

Oder 

ci

'Hculir0ndes)

の
ニ
#
に
分
於
れ
，る
o
固
定
資
本
.の
場
合
に
は
、
單
に
其
の
；利
取
の
み
が
生
產
物
に
栘
•̂
、
流
動
資
本
の
場
合
に
は
，
 

資
本
其
の
者
が
生
產
物
に
變
淡
す
,

(a. 

a，.
p
,

 :s，
5
9
- 6
. 1

し
o 

:•■
,
. 

:

:
:;'
破
私
把
:#
.：

へ
ば
！；：

^
地
、
建
物
、家
具
_

籍
賽
幣
.は
持
續
的
漉
用
憤
値
を
有
ず
名
0是
れ
等
^

^

:<
?
:名
附
忖
ら
る
可
き
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
.は
是
-れ
に
由
つ
て
"
典
の
持
續
す
る
間
は
、
利
子
と
稱
せ
ら
る
\
交
換
債
慨
を
其
れ
自
身
に 

對

振

；て

收

得

し

得

る

本

然

0
財
«
と

し
.て

認

め

ら

れ

得

可

き

で

あ

、
る

0

?
' a.. 

0
., 

vermehrte u
n
d

 ver.besserte 

A
s
.
, 

l
.
s
M
o
,
: 

s. 

1
0さ

:6
:。
彼

办

は

資

沐

を

迷

產

財

若

し

<
は

賃

銀

基

金

：
.<
!
;歷

へ

視

嘴

る

乾
^
摘

時

代0
人
々
と
背
馳
す
る
0
^

義

财

;;
.
'フ
レ
ン
タ
ノ
'

(L-ujo 

s
r
e
n
t
s
o
)

.が | 
千
八
百
七
十
，一
年
の
^

.^
洁
。
}
^
. 

fiir National

o:k
o
n
o
m
i
e

 

s
d 

s
t
a
t
i
s
t
F
B
d
,

 

A

I

,ic
揭
げ
た 

D
i
e

 

L
e
h
r
e

 

^
o
p 

E
 

.
w

.H'
t
h
s
&
a
f
t
s
-

 

n

r

'

及

び

其

の

.
一

千

八

西

七

十

一

一

年

の

著

N
u
r 

Kritik 

der ..engilschen 

G
e
w
e
r
k
v
e
r
e
i
n
e

•

に

^

け

る

賃

銀

基

金

說

排

t

D

基 

礎
^
爲
れ
る
P
の
で
あ
つ
て
、
今
や
多
數
の
權
威
に
ょ
つ
て
眾
認
せ
ら
る
、
所
の
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
そ
は
"へ
ル
.マ
'
Vを
し
て
セ
：
 

ィ
.の
利
子
に
關
す
名
坐
產
カ
說
を
ビ*

1
ン
•
バ
ヴ
ァ
ー
ク
の
所
謂「

利
用
說」

に
變
ぜ
し
め
-
レ
ン
ト
が
自
然
的
赖
少
m -
莲
く
場
合
を
除 

い
て
は
.、
.之
れ
と
利
子
と
.の
.間

の

區

別

を

廢

除

す

-2
,
に
至
.ら

し

め

た

の

，で

あ

、る

9 

.

四
'

,

、.
'第
四
に
A
ル
マ
ン
蚀
價
格
に
就
い
て
論
ず
る
？
彼
れ
の
：®
格
理
論
■は
是
れ
ょ
り
も
以
前
に
行
は
れ
た
最
も
.傑
出
せ
る
大
陸
經
濟
學
者
.

.

.

.

. 

. 

V. — 

.

. 

. 

.

. 

- 

.-•
,
: 

.

.

.

. 

. 

/ 

.
:

••
-
, , 

- 

’
：
.. 

- 

. 

- 

•
,

.



ぺ

;古
版
.：經
濟
書
解
題
：：.

. 

' ン
八
o 

a

軍
四
六)

等
.の
硏
究
の
結
果
暴
f

醫

及

簽

i

素
の
習
な
る
<

t

t
。
彼
れ
は
當
時
の
價
格
理
論
を
以
つ
て
I

多
f

の
と
觀
た
。
彼
れ
を
以
つ

V

觀
れ

ば
、
特
辣

價

格

Q

決
定
に
參
加

ず
る
諸

要
素
は
、
當

時

Q

經

濟

學

に
ょ
つ
て
明

f

つ

塵

に

表

p

 

せ
ら
れ
て
居
ブ
い
是

に

於

>
て
乎

彼

れ

は
共
の
先
？ホ
ょ
b
七
更
ら
に
精
緻
な
る
注
意
を
以
つ
て
、
露

及
び
供
給
を
分
肝
し
て
、

..
;
_
p 孜
儐 
_

定

揉
 
I
 
特 P

素 
f
 

薩

f

:^
の

f

■■
'
l

^

u

- 9
而
4

1

個
Q

I

要
素
に
依
存
す
る
。(

一
I

s

l

i

慣
値
、
：

(

_

l

s

能

.'力

::
,.

(

三)
I

せ
ら
？

財
貨
の
他
の
方
法
に
依
る
取
得
賢
、
即

ち

或

螽

の

連

に

貴

て

之

れ

i

入
し
、
.若
し
く
は
之
れ
を
生
：

る
。
第 

一
 

^
 

^

«

i

f
 

i
す

る

是

れ

等

の

も

の

.
は

慣

格

に

對

し

て

上

部

の

限

界

I

く
1

で
ぁ
る
。
9 
p 

p
, 

s
‘ 

レ
。
I

則

(

一
 

I

、
0
一

〕

他
の
I

I

I

得

(

®

價

餐

I

I

の
交
I

t

即
ち

其
盗
貨
の
交
換
價
値
で
ぁ
る
。
是
れ
等
文
の
は
價
値
S

し
て
5

1

1

設
く
る
も
の
で
I

 

?
 

,
. 

o
, 

S

て
"

I

l

f

 
f

 

I

へ
て
ゐ
る
が
、
I

I

し
.

議 

l
l
,
i'
I5 -

;

y
.
o
:
s
=
^
_

「

ケ
得
分
暴
ひ
^
^
.
，

へ

並

着

.液

翁

織

義

看

疆

的

醫

を

i
亦

注

意

一

私̂
 

'
.'
.一

齡

_

|

^

用
_

s

_

て
_

_

|

賽

嘗

共
に
其
の
生
活
資
料
の
價
値
•の
變
化
に
對
抗
し
得
る
限
り
.に
於
い
て
の
み
、唯
だ
間
接
に
之
れ
‘に
關
係
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
ハ
。
加
之
、

_

_

_

1

_

財
貨
は
漏
要
_

.
郎
_

_

^

の
價
梢
に
於
い
て
變
じ
な
け
れ
ば
.な
ら
ぬ
。

.?a: 

?
 S

.
1
3
1
0
0

任
意
の
管
於
い
て
塁
產
し
得
ざ
る
交
換
財
f

末
H

■
ろ
-
^
^

の
他
の
坐
產
物
の
费
用
及
び
债
値
の
上
に
重
要
な
る
影
響
を
及
ぽ
す
の
で
t

o

又
、
縱
令
ひ
機
械
其
の
者
が
發
f

含
有
す
る
と
し 

て

も

•そ
は
全
く
如H

せ
ら
れ
た
る
素
材
に
移
る
も
の
と
思
惟
せ
今
る
可
き
で
は
為
い
。
軍
に
其
の
機
械
が
使
ひ
羅
ど
れ
た
る
限

り

に
 

於
い
て
の
み
、
そ
は
素
材
と
し
て
思
料
せ
ら
る
可
き
で
あ
る
。
大
體
に
於
い
て
、其
の
機
械
中
に
結
合
せ
ら
れ
た
.る
齧

及

び

^

用
は
流
通
外
に
撤
し
去
ち
れ
て
、
單
に
利
用
の
蓮
た
る
S

ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
若
し
、
I

I

が
價
値
を
決
定
し
、
相
等
し
き
勞
.
 

働
を
客
す
る
財
貨
か
相
等
し
き
條
件
を
以
？

交
換
せ
ら
る
ゝ
と
し
た
な
ら
ば
、
雾

£

露

働

が

a
勞
働Q

1

一
倍
I

入
す
る 

の
み
な
ら
ず
、

a
勞
働
は
常
に
a
.勞
働
と
交
換
せ
ら
れ
て
共
の
以
上
と
交
換
せ
ら
る
も
I

き
の
結
果
を
來
さ
な
け
れ
ば
1

9

。
';
'

;

然
る
に
、
各
々
.の
生
產
物
は
其
眢
身
の
含
布
す
る
ょ
り
も
‘以
上
の
勞
働
と
囊
せ
ら
る
可
き
で
あ
る
。
而
も
、
生

産

泛

中

鬆
 

る
n
勞
働
銮
產
物
B
中
に
於
け
る
如
i

と

塞

せ

ら

f

と
し
た
な

ら

ば

.、

B
中
に
於
け
る
n
勞
働
は
如
何
に
し
て
同
時
C
.
A中 

に

於

け

る

知

を

職

ひ

得

る

の

，
で

あ

る

か

。
素

材

及

び

砉

資

料

な

く

し

て

.は
、
.即
ち
過
去4

勞
働
な

ぐ

.

し
て
は
、
新
た
な
る
勞
働
は
所 

'要

の

生

產

物

を

供

給

す

.
る

こ

と

を

得

な

い

と

主
張
せ
ら

る

乂

な

ら

ば

、

是
れ
に
由
つ
て
勞
儆
以
外
：に
猶
ほ
一
.要
素

、

即
ち
資
本
の
利

用
 

が
塞
物
の
產
出
に
取
っ
て
、>
要
で
あ
る
こ
と
が
承
認
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
、て
其
.の
唐
物
が
其
の
含
有
す
る
勞
働
ょ
b
: 

も

髙

き

交

換

傻

値

を

オ

す

る

と

し

た

な

ら

ば

-

這
舞
奚
本
の
利
用
が
啻
だ
に
利
I

値
の
み
な
ら
ず
、
交
換
價
値
f

亦
？

る

と

V

■

賺

靡

缓

鎭

邊

如

编

る

：の
■

一
る
？

若

し■

塞

實
a

雨

が

：



■

.
 

•農

經

濟

羃

題

.

，

.

r

八
二 

2

1

.
’，
廳

.に
於
け
る
資
本
利
用
を
同i

と
假
定
し
た
な
ら
ば
、
勞
働
は
ょ
く
坐
產
物
の
交
換
慣
値
を
決
定
す
る
も
の
と
.思
惟
せ
ら
^
瀑
可
き 

.

.で
あ
る
ノ
然
し
な
が
ら
、
之
れ
.が

利

用

は

一

一

生

產

物

に

於

い

て

露

卜

：
殆

ん

ど

同

'一
な
る
こ
と
が
な
い
。
實
忙
マ
カ
ラ
ッ
ク
に
ょ
？
 

.翁
せ
ら
れ
た
る
が
如
き
，J

「

ぶ

Q

法
式
は
軍
に.

A
=
=
A
.
^
i
I
K

ふ
に
過
ぎ
ざ
f
 Q

で
あ
？

、
交

潰

値Q

本
U

专
 

に
_
つ
て
說
明
せ
ら
る〜

こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。(a. 

a. 

O
J 

S. 

1
3
3
- 1

3
4
. )

o

一

五

' :

.

.
>
? 
..
 

....
 

' 

..

■•
_
.•/
.
 
... ノ
 

. 

■■ 

:
v 

\ ;■■■ 

-■ 

. 

• •

- 

.. 

-

.つ
て「

資
本
家」

(capitalist)

な
る
麗
を
有
す
る
名
稱
を
以
つ
て
呼
切
れ
て
居
つ
た
笤
最
も
S
要
な
る
經
窮
職
能
を
表
示
す
る 

•が
爲
め
に
初
め
て「

企
業
家」(

e

fl
e
u
o

な
る
名
稱
を
使
用
し
、
而
し
て
其
の
利
潤
を
論
じ
た
の
で
あ
る
が(

T
r
i

<T€conomie

1

1
 

0
 ̂
.

1
 

l

l

g
 
泛
ぼ 

I

I
 

I

 

se 

f
c
g
e
n
t
,

 

se 

d

i

l

l

, 

et 

se 

c
o
m
m
e
n
t

 

les 

I

I

I

 i
i
,
1
S
0
3
,

 

p. 

2
1
2
1

味
.

)

、獨
逸
に
於
い
て
は
夙
に
フ
ッ
フH

ラ
ン
ド
は
其
の
N

i
 G

l
d
l
e
g
l

 der 

s
l
w
i
r
t
h
s
c
h
a
f
t
s
.

k
u

c
h

 

i

l

 

g
d 

B
e
r
i
c
h
t
f

 g

 

f

r
 

H
l
b
e

沒f
f
e
,
1
Teil, 

1
S
0
7
.
)

に
於
い
て
、
企
業
家
の
利
得
を
以
つ
て
、

半
ば
は
危
險
に
對
す
る
補
償
、
半
ば
は
企
業
家
の
才
幹
及
び
手
腕
に
對
す
る
レ
ン
ト

ょ

り

成

る

も

の

と

做

し

、

力

1

レ
>.〜
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ッ
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•
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に
於
い
て
、
企
業
家
の
利
得
を
以
つ
て
、
資
本
及
び
勞
働
間
の
內
部
關
係
ょ
り
生
ず
る
持
殊
の
所
得
で

あ
つ
て
す
の
中
に
於
い
て
^
れ
等
！

i：

衆
源
の
分
前
は
分
割
し
得
ざ
る
も
の
と
做
し
て
ゐ
る
。
ヘ
ル
マ
ン
は
更
ら
に
.此
點
を
湖
明
せ 

ん
と
す
る
。
..
 

. 

i

彼
れ
に
從
へ
ば
、
n
月
問
其
の
所
有
主
の
直
接
使
用
か
、ら
a
資
本
を
撤
去
す
る
.一，
の
生
靡
は
、
b
資
本
を
m
月
間
度
I

■る
他
の

f :
;

.
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狂
力
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に
攀
.す

る

に

等

し

き

比

率

を

有

す

可

き

餘

剩

を

資

本

支

出

以

上

に

其

の

賣

箱

y

於

い

て
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彼

れ

は

、
土

地
I

含

す

ろ

資

本

の

碁

的

_

、
即

ち

彼

れ

の

所

謂

利 

用
力

f
v
で
息
つ
て
.
r
く
て
又

•

レ
ン
■
ト

と
.し
て
I

れ
等
の
も
の

X

支

拂

が

一

の_

|

ぁ
る
こ
：|

セ

ィ

と

同

じ

く

主

張

す

”
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而
し
て
、
企
業
家
の
本
然
の
所
得
は
、

-
の
..目

ぼ

對

し

て

總

ベ

て

の

營

利

手

段

を

集
合
し
、
經

に
藝
し
、
て

一

^
汁
^
を
^
包
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而
し
て
、
企
業
家
の
本
然
の
所
得
は
、

j

の
..目

的

に

對

し

て

總

ベ

て

の

營

利

手

段

を

集

合

し

、

淫 

者

し

..

H
1

4

暫
設
定
し
、
當

ゅ

I

I

へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
營
利
業
f

管
理
に
i

f

能
力
及
輩
f

供
給
し
、
.

一
彼
れ
の
利
得
が
坐
產
物
の
價
格
の
挪
搖
に
侬
领
し
つ
4

る
に
拘
ら
ず
確
定
せ
る
利
率
を
保
證
す
る
の
任
務
に
對
す
る
報
酬
で
ぁ 

て
總
I

馨

の

I

は

包

含

本

の

f

共

に

變

斯

く

て

企

證

Q

利
得
は
愛
等
Q

I

、
管 

す
る
必
要
|

酬
で
ぁ
る
。
企
業
家
1

部
分
は(

4

銀
、
小
工
業
に
於
け
る
企
業
家
の
證
對
す
I

含

可

f

 Q.,

で
t

、
I

n

、

總

ベ

て

Q

危
證
對
す
I

栗

I

別
f

奋

f
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l
.拆 

く
し
て
、
常
置
の
利
得
か
ら
愼
I

離
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
I

來
の
損
失
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V
る
資
本
て
あ
る
。
斯
く
の
.如
き
部
分
を
所
得
と
し
て
消
費
す
る
工
業
家
は
兹
_

財
產
を
減
少
す
る
。
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自

ら

使

用
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と

を
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せ
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資

本

の

高

は

企

議

の

勤

務

に

對

す

る

霞

I
成
し
、
資
本
を
I

的
に
投
下
せ
ん 
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彳

ヘ
ル
マ
ン
は
次
い
で
#
び
資
本
を
論
じ
、
固
定
資
本
に
對
す
る
收
益
が
、
總
收
入
と
本
原
的
費
用
及
び
置
換
費
と
0
間
の
相
.逮
.で
あ 

つ
て
、
共
の
當
時
の
.利
率
よ
り
も
以
上
浩
し
く
は
以
下
な
る
こ
と
あ
る
，可
き
を
指
摘
す
る
0
彼
れ
：は
斯
く
の
如
き
次
^
を
一
の
レ
ン
ト 

と
し
て
分
類
す
る
。
固
定
資
本
の
一
部
が
所
宿
者
を
換
ふ
る
と
共
に
-
そ
は
市
場
に
於
い
て
、
這
股
0
投
資
0
:方
酿
に
#
有
な
.る
危
喷 

,其
_の
'^
把
對
し
.て
甚

3̂:を
行
ひ
.て
_當
，時
，の
^
率
に
:±
つ
，て
此
.の
レ
ン
ト
を
割
&
す
る
に
よ
つ
て
評
價
せ
_ら
る
可
き
.で
.あ
'る
。
.
.
%く
ご
、
 

所
布
者
を
換
へ
た
る
後
に
於
い
て
は
*
此
<»
固
定
資
本
に
'^
す
る
收
益
は
、
あ
ら
ゆ
る
他
の
資
本
の
使
用
よ
り
.取

得

せ

ら

る

可

.
き

次

益 

と
一
列
な
ら
し
め
ら
る
可
き
で
あ
る
。
固
定
資
本
の
職
入
若
は
自
池
資
本
の
所
有
者
で
あ
り
、
自
由
資
本
に
對
し
ぐ
は
市
場
は
^
全
に 

競

'句

的

な

る

が

故

.に
、
必
然
斯
く
の
如
き
結
果
が
坐
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
斯
く
の
如
き
は
、
利
率
を
決
定
す
る
t
於
い
て
重
要
な
る 

も
の
が
、
自
由
資
本
に
對
ず
る
市
場
に
於
け
る
支
配
的
事
情
で
あ
る
こ
と
を
明
か
な
ら
し
め
る
。
自
由
資
本
の
供
給
は
切
艮
せ
ら
れ
、
，
 

而
し
て
そ
は
投
F
せ
ら
る
、
本
源
的
の
高
以
上
に
收
益
を
坐
ず
る
こ
と
を
期
待
せ
ら
る
X
多
數
の
交
替
的
方
间
に
投

下

せ
ら
る
こ
と 

が
出
來
る
。
前
以
つ
て
投
下
せ
ら
れ
た
る
固
定
資
本
は
：
そ
が
所
有
を
換
ふ
る
と
す
る
な
ら
ば
*
自
由
資
本
の
投
入
に
對
す
る
競
#'
-
的 

機
會
と
同
一
の
收
益
を
坐
ず
る
が
如
き
方
法
に
於
い
て
評
價
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
斯
く
の
如
き
は
本
源
的
所
有
者
に
對
す
る
資 

本
の
^
淡
若
衫
ぬ
浪
利
将
^
終
る
^
ぎ
^
あ
太
び
^

あ

る

.0
蓋
し
あ
ら
^
S-
•
不

足

は

固

宠

資

本

の

上

に

投

げ

掛

け

ら

る

、
が

故

で

あ

る

。
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同
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く
資
本
の
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_
:'
:
5
:
論
^
る
^
辂
.か
て
、：齡

^
氣

石

根«
よ
^
し
ぞ
^

し
た
。
年
代
順
か
ら
言
へ
ば
、英
國
學
者
の
傅
統
的
賃
銀
理
論
か
ら
離
•れ
た
最
初
の
人
は
被
れ
へ
ル
マ
ン
で
あ
ら
ぅ
。
彼
れ
は
ア
ダ
，ム
: 

ス
ミ
ス
が
、
資
本
^
等
し
く
所
得
を
以
つ
て
賃
銀
の
支
拂
は
る
る
泉
源
た
ら
し
め
た
こ
と
を
擧
示
し
て
之
れ
を
稱
揭
し
て
ゐ
る
0
^
.レ
.
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0
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及
び
マ
力
ラ
ッ
ク(principles etc., 

p
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1
0
4 u

.
1
0
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2
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E
d
o等
の
學
說
に
從
へ
'ば
、勞
働
I

む
I

の
數
、
 

資
本
の
量
と
は
賃
銀
を
規
制
す
る
'も
か
で
あ
り
-
資
本
に
此
し
て
民
衆
が
逋
だ
多
げ
れ
吃
、.
賃
銀
は
促
く
降
り
、
反
對
の
場
合
尤
は
、 

資
本
諺
'に
1
し
て
^
に
偕
少
な
る
所
得
を
剩
す
に
過
ぎ
ぜ
る
迄
に
昂
騰
す
る
を
得
可
き
で
あ
る
0
然

も

、

へ
.
ル

マ

ン

を

以

つ

で

1 |

れ
尤 

 ̂
ー
*
1;
:
:«
纖

が

疏

動

資

本

部

分

：に

.依

存

康

を

が

备

_

も

着
&
3

で
^

_

:

_歡

：に

關;1
>
て
は
_

,
»'
義
を
も
：有
客 

る

で

■

■

資
_

ょ
：魂

爾

看

分■
焉

せ
.し
I

こ
と
な
I

得
可
き
で
れ
る
。(11.)

場
人
的
の
勤
務
を
爲
し
、
消
贤
者
の
.所
得
か
ら
直
接
に
支
拂
は
る
、
勞
働
者
說
比
看
過
せ
.ら
：ス 

\
に
は
餘
o
に
大
で
ぁ
る
。
企
業
家
が
勞
働
を
購
入
す
る
ぬ
沿
^
の
爲
め
に
非
ず
し
て
、
坐
淹
物
ぬ
.形

態

に

於

这

§
:

,
る
が
爲
め 

で
ぁ
る
。
資
本
は
將
に
賃
銀
の
史
拂
は
る
A

9

I
で
は
-̂.
い
。
之
れ
が
S

C
源
は
勞
馨
に
ょ
っ
て
生
産
せ
ら
れ
た
物
を
購
入 

す
^
者
の
反
得 

'略I

日
す
れ
ば
消
費
#;
<©
.肺
#:
で
あ
f

.M:
:̂
'
總
«'
本
0;
增
.加
ば
ょ
»?
:
.太
な
^
產
物
に
對
す
が
需
要
を
^:
.ぜ
し
む
る
に 

.
於
5 
て
.«:
'
每
:«
>!肥
態
#?
:
-對
し
て
眺
驗
の
..影
勢
を
有
す
る
も
の
：で
ぁ
る
0
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0:

.彼
れ
の
意
見
に
據
れ
ば
.賃
銀
は
資
本
に
ょ
っ
て
規
制
せ
ら
る
、
と
做
す
經
濟
學
上
の
一
般
に
齊
及
せ
る
誤
醫
動
勞
働
者
に
對 

す
る
工
業
企
業
家
の
M
11
な
る
態
度
を
助
成
す
る

に

資

す

る

所

が

勸

く

な

か

っ

た

の

ぜ

あ

が

°-
賃

敗

支

給

著

は

自
0:
の
：所

得

.

(

勞

働

蓝 

し
く
•は
利
用)

を
3

っ
4

勞
働
者
の
給
付
と
交
換
す
る
と
§

て
も
、
彼
れ
.笠
は
全
；■

寧
に
_

:
す
る
も
の
.で
蒙
や
彼
れ
等
ぬ
實 

に
賃
銀
に
對
す
る
全
對
慣
-̂
保
眘
す
る
が
故
に
，
勞
働
者
を
紙
寶
す
f

の
.と
自
負
す
る
こ
I

得
宽
卜
雄
っ
て
湯 

ふ
者
は
：8

の
目
的
を
以
づ
.て
，
勞

働

を

購

ふ

に

過

ぎ

ざ

る

も

の

で

ぁ

•り
、
單
に
消
費
者
'に
'對
す
る
勞
働
の
眞
の
販
路
を
容
S

ら
し
む 

•る
に
過
■ぎ
な
い
。
消
費
者
ば
實
際
に
先
づ
之
れ
に
屑
し
て
賃
銀
奚
拂
ふ
の
で
ぁ
る
。、彼
れ
は
斯
复
_
暴

翁

處

の

.流

動

資

本

紅 

俱
用
し
、
之
れ
を
自
ら
利
用
す
る
こ
と
な
き
に
對
し
て
利
潤
を
以
o
て
賠
償
を
'受
く
る
の
で
あ
るO

版
く
て
、-
彼
.れ
^,
斷
ぽ
て
勞
_
者

‘.

臺
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書
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を
給
養
す
る
も
の
.で
は
な
く
、
却
つ
て
裏
の
1

利
思
一
部
の
5

有
利
な
る
寶
却
に
勞
働
の
供
給
を
利
用
す
る

に

過

ぎ

な

い

o
.
 

勞
働
者
及
容
業
家
f

 

S

Q

1

方
的
給
付Q

交
換
を
、
各
々
に
對
し
て
む
有
用
I

鬈

に

移

き

i

賢
な
ら
し
む
る
も 

の
で
'あ
り
、
斯
く
て
又
、
平
等
な
る
地
位
に
立
つ
も
.の
で
•あ
る
。(a. a. 

p
, 

;$• 

2
s’ 3

- 2
s
5
o
o

斯
く
の
如
く
、
彼
れ
は
本
書
の
初
版
に
於
い
て
は
、
賃
銀
は
資
本H

依
賴
す
る
と
做
す
の
學
說
を
有
害
な
I

做
す
の
理
出
を
、
命 

業
家
等
が
斯
く
-€
>
如
き
學
說
に
敎
へ
ら
れ
て
、
自
己
を
以
つ
て
霞Q

眞
給
與
者
と
思
惟
し
、
造
れ
に
由
つ
て
恩
典
み
獎
勵
金
ど
t
受 

.

く
る
S

利
言
と
思
惟
す
る
に
在
り
螽
たQ

で
あ
る
が
、
前
掲
一
千
八
百
七
十
年
§

版
に
於
い
て
は
.
其
I

f

、
無
學
の 

努
働
者
が
斯
く Q

如
き
學
說
に
敎
へ
ら
れ
て
、
賃
銀Q

泉
源
は
企
業
家
S

本
に
在
り
と
看
做
し
、
斯
く
て
又
、
彼
i

を3
:て

象
 

,

の
同
i

業
を
行
は
し
む
る
に
在
り
と
說
い
て
ゐ
るo
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洵
に
_

等
雨
版
_

|

:

ず
る
s

f

'に
於
け
る
社
會
狀
態
.の
變
化
，が

如

何

に

著

し

か

0
た

か

を

想

見

せ

し

む

る

も

2 >
が

あ

る

。

：

. 

、 

ヘ
ル
マ
ン
の
時
代
以
後
、
麗
人
の
手
に
成
つ
た
賃
離
の
問
題
に
關
說
せ
る
經
濟
學
.上
の
著
書
で
あ
つ
て
、
.隹

.中
ひ
.皮
れ
^

の
影
響
が
或
る
程
度
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